「湿地の自然再生と土壌シードバンク」(概要)
１．湿地としての水田／休耕田
・イングランドの湿地再生
London wet land center
　氾濫原
住宅デベロッパーがお金を出している。
wet landが存在することが、住宅の付加価値となっているため。
The Great Fen Project
　トラストにより農地を買い上げ、湿地再生を図っている。
・谷の水田、氾濫原の水田
谷の水田：狭長田・真田
氾濫原の水田：川依田・平田　頻繁な洪水
・水田の機能変化
　昭和52年と平成20年　平成20年の水田では生きものがいなくなった。
　水田雑草の多くがレッドリストに登載される種となった。
　淡水魚の絶滅
　農業の近代化
　氾濫原の喪失
・谷戸
　耕作放棄
　廃棄物処分地
・水田耕作放棄地の植生
「茨城県北浦流域における谷津奥部の水田耕作放棄地に成立した植生の保全生態学的評価」　池上佑里(現横浜市役所)・西廣　淳・鷲谷いずみ
　茨城県北浦東岸の谷津の水源部付近（谷津奥部）にある32箇所の水田耕作放棄地を対象に、植生の特徴を評価し、それに対する地下水位、耕作放棄後の年数、光条件の影響を検討した。

植物は合計244種が確認された。在来湿性植物は97種で、うち58種は水田雑草として文献記載のある種であった。また全国版・地方版のRDB記載種は9種確認された。外来種は25種だった。
谷津奥部の水田耕作放棄地のうち地下水位が高い場所では、絶滅危惧種を含む多様な湿地性植物が生育していることが分かった。一方、排水施設が設置されてから耕作放棄された場所では、地下水位が低く、侵略的外来種のセイタカアワダチソウの優占度が高くなることが示唆された。
水田：50％　放棄：37％
地下水位の高さ(10㎝以上)←排水施設の有無
耕作停止してからの年数
２．明るい湿地再生
「明るい湿地」が維持される仕組み
・攪乱とストレス
攪乱：洪水、動物(含む人間)：食べる、泥を掘り返す、耕す、刈り取る、火を入れる
ストレス：貧栄養、水(冠水・過湿土壌)、低PH、塩分
・高水敷の切り下げによる湿地再生
　国土交通省利根川下流事務所
・豊岡市市田
田結川(たいかわ)：流程約３㎞ 
水田はすべて休耕されているが、休耕田を湿地として保全。
畔・水路などの構造が維持される。
清浄な湧水
NPOコウノトリ湿地ネット　
「日役」遊水地としての休耕田
田結川は、水害を起こしやすい。
休耕田は、遊水地として機能する。
河川からの越流機能
田結川流域をガイドする「案ガールズ」
田結川流域を含めた「円山川下流域・周辺水田」が、平成24年ラムサール条約登録湿地となる。
３．治水と湿地再生
・松浦川　アザメの瀬
　松浦川の氾濫原
クリーク、水田もしくは休耕田
これまでは水田として利用されていた場所の土地を掘り下げ、湿地としての機能再生をはかる。
事前に、ボーリング調査をした。
昔日本のあちこちにあった湿地の再生、動植物に触れ合える場の再生。
島谷幸弘教授(九大)
自然再生事業検討会のメンバーは非固定で、自由参加。繰り返し、話し合う。
学識者は、アドバイザーとして位置づけ。
「してくれ」ではなく、「しよう」が基本。
バックヤードと試験地
４．湿地再生と土壌シードバンク
①水や風で運ばれてくる種子・植物体(空間的な種子分散)
②土壌シードバンク(時間的な種子分散)
休眠
湿地性のものは、シードバンクとなるものが多い。
・シードバンクと地上の植物の種子量比較
　　　　　シードバンク　　　地上の植物
仙石原　　11,600個／㎡　　　2,660個／㎡
浮島湿原　 8,500個／㎡　　　  730個／㎡
菅生沼　　 4,400個／㎡　　　  120個／㎡
霧多布　　 5,900個／㎡　　　  270個／㎡
ヨシ原には、足の下に200～600個の種子がある。
・霞ヶ浦
湖底のシードバンク
再生した湖岸の表層と湖底の土壌を蒔く。
ササバモ、エビモ、ヒロハノエビモ、セキショウモ、コウガイモ、クロモが発芽した。
・印旛沼
ムサシモ、トリゲモ
再生できた種：アサザ、ヒルムシロ、ササバモ、コウガイモ
消失後約４０年経過すると、再生が困難になる。
自然再生に早く着手した方が、効果が大きい。
